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一 日 を楽し く 過ごすお年寄の人達 

（赤池中学校体育館にて） 

町 の 人 口 

(8 月末日現在） 

総人口 8, 896人 

4, 175人 

4, 721人 

世帯数 2, 665世帯 

男
 
女
 

C
 

と
 
じ
 
て
 
保
 
存
 
し
 

一、
 

下
 
さ
 

い。 

昭
和
四
十
七
年
度
敬
老
会
盛
大
に
挙
行
 

さ
る
九
月
十
五
日
（
金
）
昭
和
四
十
 

七
年
度
の
敬
老
会
が
町
の
中
催
で
赤
池
 

中
学
校
体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
町
の
敬
老
該
当
者
に
三
五
三
名
で
 

そ
の
う
ち
出
席
者
は
二
五
六
名
で
す
。
 

当
日
は
各
支
所
の
主
な
場
所
に
仮
バ
 

ス
待
合
所
を
置
き
、
 
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
 

老
人
を
体
育
館
ま
で
送
り
迎
え
し
て
 

多
く
の
出
席
者
を
募
る
こ
と
が
で
き
、
 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
で
一
日
楽
し
く
過
 

ご
し
無
事
敬
老
会
を
終
え
ま
し
た
。
 

老
人
達
は
来
年
も
こ
の
様
な
催
し
が
 

あ
つ
て
欲
し
い
も
の
だ
と
い
っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

j
 ~ 

j
 

「
敬
老
の
日
」
に
あ
た
り
、
心
か
ら
 

感
謝
と
敬
老
の
誠
を
さ
さ
げ
た
い
と
存
 

じ
ま
す
。
 

皆
様
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
」1 

代
に
及
ぶ
移
り
ゆ
く
歴
史
の
中
で
長
い
 

人
生
を
歩
ん
で
来
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
 

す。 
こ
の
過
ぎ
行
き
し
人
生
の
中
に
は
、
 

経
済
の
危
機
、
そ
し
て
あ
の
い
ま
わ
し
 

い
戦
争
へ
の
突
入
、
そ
し
て
敗
戦
と
幾
 

老人のみなさんC.苦労さま 

赤池町長 池 永 輝 昭 

多
の
困
難
と
め
ま
ぐ
る
 

し
い
社
会
の
変
動
に
遭
 

遇
さ
れ
た
訳
で
す
。
 

こ
の
様
な
社
会
の
中
で
 

喜
び
や
悲
し
み
を
か
み
 

し
め
、
家
族
の
た
め
町
 

の
た
め
又
、
社
会
の
た
 

め
、
ひ
い
て
は
国
家
の
 

た
め
に
、
有
形
、
無
形
 

の
重
荷
を
背
負
い
、
歩
 

ん
で
こ
ら
れ
た
皆
様
方
 

の
御
苦
労
に
深
甚
の
謝
 

意
を
申
し
述
べ
た
い
と
 

存
じ
ま
す
。
 

我
国
の
老
人
福
祉
行
政
を
他
の
先
進
 

国
と
比
べ
て
み
る
と
き
、
如
何
に
貧
困
 

で
あ
る
か
を
今
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
 

多
く
の
人
に
読
ま
れ
て
い
る
，
悦
惚
の
 

人I

の
主
人
公
「
昭
子
」
は
著
者
「
有
 

吉
佐
和
子
」
に
か
わ
っ
て
訴
え
我
国
の
 

今
後
の
老
人
対
策
に
多
く
の
問
題
を
投
 

げ
か
け
て
お
り
ま
す
。
 

七
十
才
以
上
の
老
人
医
療
費
は
、
無
 

料
に
な
っ
た
も
の
の
先
進
諸
国
に
く
ら
 

べ
て
随
分
と
遅
れ
て
い
ま
す
。
当
町
に
 

お
い
て
も
一
人
暮
し
の
老
人
の
、
又
今
 

日
会
に
出
席
で
き
な
い
寝
た
き
り
老
人
 

健
康
で
働
け
る
老
人
の
仕
事
の
問
題
等
 

今
後
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
 

の
問
題
点
を
か
か
え
て
お
り
ま
す
。
 

老
人
福
祉
の
一
環
と
し
て
老
人
学
級
 

の
設
置
、
ま
だ
ま
だ
働
け
る
老
人
の
た
 

め
の
就
労
事
業
、
町
敬
老
年
金
の
増
額
 

老
人
憩
い
の
家
の
建
設
、
老
人
を
含
め
 

た
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
を
 

計
画
し
て
い
ま
す
。
 

皆
様
方
の
福
祉
と
健
康
と
そ
し
て
幸
 

福
の
た
め
又
、
せ
め
て
赤
池
町
に
住
ん
 

で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
返
し
て
よ
ろ
 

こ
ん
で
い
た
だ
け
る
町
に
す
る
た
め
積
 

極
的
な
行
動
と
勇
断
を
も
つ
て
努
力
を
 

続
け
る
所
存
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
先
、
皆
様
方
の
日
常
の
生
 

活
の
中
で
お
困
り
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
 

た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
、
役
場
窓
口
な
り
 

民
生
委
員
の
方
々
を
通
じ
る
な
り
、
或
 

い
は
直
接
私
の
所
な
り
に
ご
相
談
下
さ
 

れ
ば
で
き
る
限
り
の
ご
協
力
は
惜
し
ま
 

な
い
つ
も
り
で
す
。
 

ど
う
か
皆
様
方
赤
池
町
の
父
と
し
て
 

母
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
長
い
人
生
の
経
 

験
者
と
し
て
誇
り
を
も
ち
続
り
ら
れ
、
 

い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で
末
長
く
赤
池
町
 

を
お
導
き
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
。
 



==(3)  一(2) け
 

か ‘、 あ
 

報
 

広
 

．一 か
 

あ
 

報
 

広
 

田
中
王
助
さ
ん
（
 92
 

才
）
ら
 

ー

表

彰

を

 

88 

才
以
上
の
高
令
者
で
県
知
事
表
彰
 

を
受
け
た
方
 

上
小
路
 
世
良
 
ト
ョ
 

91 

才
 

天
郷
荘
 
藤
井
 
フ
テ
 

89 

才
 

ル 

野
添
 

タ
ツ
 

92 

才
 

ク 

田
中
 

王
助
 
92 

才
 

ク
 

志
手
シ
ョ
ウ
 
91 

才
 

下
小
路
 
加
治
 
虎
彦
 

88 

才
 

上
里
二
 

田
口
キ
ク
ノ
 

90 

才
 

上
野
柔
道
ス
ボ
ー
ツ
 

少
年
団
結
成
さ
る
 

女男女 男 女女 女 

九
月
五
日
上
野
校
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
 

の
振
興
と
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
又
少
 

年
の
非
行
防
止
の
た
め
に
と
父
兄
の
要
 

請
に
よ
り
赤
池
町
体
育
協
会
と
教
育
委
 

員
会
は
上
野
柔
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
を
 

結
成
し
柔
道
教
室
を
開
設
し
ま
し
た
。
 

新
装
の
体
育
館
で
柔
道
着
の
新
ら
し
 

い
四
年
生
以
上
の
生
徒
が
毎
週
月
、
水
 

土
の
放
課
後
指
導
の
先
生
の
合
図
で
体
 

力
と
精
神
修
養
に
と
り
く
ん
で
い
ま
 

す。 い
つ
か
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
柔
道
を
日
 

本
の
も
の
に
す
る
か
の
よ
う
に
 

指
導
員
は
赤
池
町
体
育
指
導
員
 

講
道
館
三
段
 
世
良
光
章
さ
ん
で
す
。
 

・っ 

け

る

ー

 

薬
王
寺
 
太
田
 

ウ
メ
 

89 

才
 

上
谷
 

世
良
 
馬
吉
 
90 

才
 

八
の
四
 
長
野
コ
ト
メ
 

88 

才
 

下
町
一
 

山
口
 

ス
ム
 

88 

才
 

下
町
二
 
武
未
 

ヒ
サ
 

88 

才
 

原
 

大
久
保
喜
代
太
郎
 88 

才
 

本
町
三
 
西
郷
里
シ
ヲ
 

89 

才
 

以
上
は
町
長
表
彰
も
う
け
る
 

80 

才
以
上
夫
婦
 

女男女女女 男 女 

青
年
女
子
バ
レ
ー
 

県
民
体
育
大
会
に
出
場
 

惜
し
く
も
破
れ
る
 

田
川
郡
代
表
と
し
て
先
に
郡
民
体
育
 

大
会
に
優
勝
し
た
赤
池
町
青
年
女
子
バ
 

レ
ー
は
小
林
監
督
（
赤
池
甲
学
教
諭
）
 

の
下
に
七
月
以
来
赤
池
中
学
体
育
館
に
 

て
強
化
練
習
し
て
い
ま
し
た
が
、
九
月
 

二
十
四
日
飯
塚
市
で
開
か
れ
た
県
民
体
 

育
大
会
に
出
場
し
て
過
疎
の
町
か
ら
立
 

ち
上
る
赤
池
町
の
姿
の
如
く
は
な
ば
な
 

し
く
た
た
か
い
ま
し
た
。
 

一
回
戦
に
八
女
郡
と
組
み
、
こ
れ
を
 

倒
し
二
回
戦
に
は
強
豪
行
橋
市
と
組
み
 

よ
く
善
戦
し
ま
し
た
が
三
セ
ツ
ト
で
惜
 

し
く
も
破
れ
ま
し
た
。
然
し
新
生
赤
池
 

町
の
声
は
観
衆
の
脳
裏
に
深
く
刻
ま
れ
 

た
こ
と
で
し
よ
う
。
 

出
場
選
手
は
次
の
人
た
ち
で
す
（
当
 

町
分
）
 

小
島
千
代
子
 

門
柳
と
み
子
 

佐
々
木
ひ
ろ
子
 

原
 
な
ほ
み
 

宇
都
宮
久
子
 

袴
着
 
洋
子
 

山
本
 
順
子
 

西
 

頼
子
 

下
小
路
 
力
者
 
虎
彦
 
88 
才
 

ヤ
チ
ョ
 

82 
才
 

原
 

天
郷
荘
 

上
里
一
一
 

大
浦
 

ー
ノ
ー
 

甲
組
 

大
久
保
喜
代
太
郎
 88 

才
 

ス
エ
 

86 

才
 

伊
藤
市
太
郎
 
88 

才
 

カ
ツ
セ
 

82 

才
 

太
田
 
綱
治
 
的
才
 

タ
ツ
ョ
 

80 

才
 

平
元
 
乙
松
 
83 

才
 

ヤ
エ
ノ
 

84 

才
 

池
永
 
喜
蔵
 

ス
エ
 

80 83 
才 才 

本
町
三
 

新
町
 

西
郷
里
嘉
蔵
 

、ンヲ 

前
田
要
太
郎
 

石
松
 

堀
 

マ
ツ
 

岩
吉
 

辰
野
 

87 

才
 

89 

才
 

87 

才
 

85 

才
 

87 

才
 

80 

才
 

議
長
表
彰
の
方
（
最
高
年
令
者
）
 

天
郷
荘
 
野
添
 

タ
ツ
 

92 

才
 

ク 

田
中
 

王
助
 

92 

才
 

尚
 80 

才
以
上
 87 

才
ま
で
の
高
令
者
は
 

一
一
六
名
い
ま
す
。
 

住

民

調

査

を

お

え

て

 

予
想
外
の
成
功
に
感
謝
 

町
 
長
 

池
 

永
 

輝
 

赤
池
町
が
住
民
福
祉
最
優
先
を
基
調
 

と
す
る
町
づ
く
り
の
計
画
を
策
定
す
る
 

に
あ
た
っ
て
，
住
民
意
識
を
つ
か
む
た
 

め
に
行
っ
た
「
住
民
調
査
」
は
関
係
者
 

の
熱
心
な
努
力
と
駐
在
員
を
は
じ
め
住
 

民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
 

っ
て
、
予
想
以
上
の
立
派
な
成
果
を
あ
 

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
こ
に
、
厚
く
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
 

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
 

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
現
在
専
 

問
学
者
に
分
析
と
解
説
を
依
頼
し
て
い
 

ま
す
が
、
集
計
票
を
散
見
し
た
だ
け
で
 

区
抗
 

地
 

各
対
 

ママさんバレー 

男女青年混合パレー大会 

二回戦で善戦す る 

青年女子バ レーー 

赤
池
町
体
育
協
会
と
 

公
民
館
で
は
町
民
の
皆
 

さ
ん
特
に
マ
マ
さ
ん
や
 

青
年
男
女
を
対
象
に
バ
 

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
左
 

記
の
様
に
開
催
致
し
ま
 

す。 
皆
さ
ん
こ
ぞ
っ
て
参
加
 

し
て
下
さ
い
お
待
ち
し
 

て
い
ま
す
。
 

日
時
 
十
一
月
十
二
日
 
（日） 

場
所
 
赤
池
中
学
校
 

ー 

マ
マ
さ
ん
パ
レ
ー
（
九
人
制
）
 

各
地
区
又
は
ク
ラ
ブ
及
び
同
好
会
で
 

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。
 

（
但
し
結
婚
し
て
い
る
人
）
 

二
 

男
女
青
年
バ
レ
ー
（
九
人
制
）
 

男
四
人
 
女
五
人
 

( 26 

才
以
下
の
人
）
 

各
地
区
又
は
ク
ラ
ブ
同
好
会
で
チ
ー
 

ム
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。
 

昭
 

も
、
住
民
の
声
を
聞
く
思
い
が
し
ま
 

す。 
一
人
ひ
と
り
の
住
民
の
み
な
さ
ん
は
 

日
頃
の
考
え
方
や
思
い
を
何
気
な
く
回
 

答
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
 

こ
れ
が
集
計
整
理
さ
れ
ま
す
と
住
民
の
 

さ
ま
ざ
ま
の
声
に
転
化
す
る
の
に
驚
か
 

さ
れ
．
調
査
の
恐
し
さ
と
必
要
性
を
痛
 

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

私
を
は
じ
め
、
行
政
の
任
に
あ
る
す
 

べ
て
の
関
係
者
が
、
こ
の
調
査
に
こ
め
 

ら
れ
た
住
民
の
声
を
貴
重
な
，
道
し
る
 

べI

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
 

に
努
力
す
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
所
 

管
の
部
局
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
 

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
調
査
の
集
計
が
 

終
っ
た
今
日
、
若
干
の
所
感
を
の
べ
、
 

調
査
の
ご
協
力
に
対
し
お
礼
を
申
し
上
 

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

回
答
率
（
全
町
平
均
）
九
ニ
％
 

町
政
の
グ
道
し
る
べ
力
ま
と
ま
る
 

ー

住

 民
 
調
 
査
 

八
月
一
日
か
ら
実
施
し
ま
し
た
赤
池
 

町
住
民
調
査
は
、
各
駐
在
員
の
積
極
的
 

な
努
力
と
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
 

あ
る
協
力
に
よ
っ
て
、
予
想
以
上
の
成
 

功
を
お
さ
め
ま
し
た
。
 

全
町
住
民
を
対
象
と
す
る
こ
の
よ
う
 

な
調
査
は
、
県
内
で
も
珍
』
り
し
く
、
果
 

し
て
ど
こ
ま
で
住
民
が
調
査
に
応
じ
て
 

く
れ
る
か
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
 

全
町
平
均
九
一
、
四
％
と
高
い
回
答
率
 

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

調
査
票
は
点
検
の
上
で
西
日
本
新
聞
 

社
の
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
で
集
計
さ
れ
ま
 

し
た
。
そ
の
結
果
は
、
す
べ
て
の
設
問
 

事
項
が
二
十
代
三
十
代
な
ど
の
年
代
別
 

い
つ
赤
池
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
か
の
 

居
住
時
点
別
、
職
業
別
、
農
村
・
町
部
 

・
旧
炭
鉱
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
お
よ
び
各
支
 

所
別
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
調
査
結
果
は
、
現
在
福
祉
短
大
 

の
小
関
先
生
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
て
お
 

り
、
＋
一
月
中
に
は
報
告
書
が
ま
と
ま
 

っ
て
提
出
さ
れ
ま
す
。
 

公
民
館
で
は
小
関
先
生
の
分
析
と
は
 

別
に
、
集
計
さ
れ
た
主
な
部
分
を
ま
と
 

め
て
、
こ
の
広
報
を
通
じ
て
町
民
に
お
 

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

技をひろ う する剣士 

（市場小学校講堂において） 

J 、り 

剣

士

そ

の

技

を

競

う

 

剣
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
は
毎
日
太
由
 

敏
男
指
導
員
と
原
田
悟
先
生
の
指
導
で
 

あ
の
や
け
つ
く
猛
暑
の
日
や
、
風
雨
の
 

日
も
元
気
よ
く
練
習
に
は
げ
ん
で
い
ま
 

し
た
が
、
九
月
十
日
そ
の
腕
を
見
せ
る
 

べ
く
剣
道
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

高
校
一
般
、
田
川
警
察
署
の
剣
士
や
 

方
城
中
‘
金
田
中
、
勾
金
中
、
の
三
校
 

も
応
援
出
場
に
は
せ
参
じ
て
、
 

「
メ
ー
 

ン」 

「
ド
ウ
」
と
力
強
い
掛
声
が
会
場
 

の
市
場
小
学
校
の
講
堂
に
流
れ
ま
し
 

た。 
中
学
団
体
の
部
 

①
赤
池
中
②
勾
金
中
③
方
城
中
④
金
田
 

中
 中

学
四
校
個
人
の
部
 

い
坂
辺
（
勾
金
）
②
田
中
（
方
城
）
③
 

久
保
（
勾
金
）
 

高
校
青
年
一
般
の
部
 

①
広
田
（
田
川
署
）
 
②
川
原
 
（
田
川
 

署
）
③
武
末
一
郎
（
赤
池
）
 

ー
ー
し
 



(5)   (4）ー け い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

お 知 ら せ 
行
政
相
談
週
間
 

行
政
管
理
庁
で
は
、
十
月
十
五
日
 

（
日
）
か
ら
十
月
二
十
一
日
（
土
）
ま
 

で
の
一
週
間
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
 

定
め
、
全
国
】
斉
に
行
政
相
談
に
つ
い
 

て
の
諸
行
事
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
 

ま
す
。
 

つ
い
て
は
、
赤
池
町
に
お
い
て
も
左
 

記
に
よ
り
行
政
相
談
所
を
開
設
致
し
ま
 

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

記
 

相
談
受
付
内
容
 

行
政
に
関
す
る
一
般
相
談
の
外
、
特
に
 

許
可
、
認
可
、
登
記
、
登
録
、
検
査
、
 

検
定
、
証
明
、
そ
の
他
官
庁
の
窓
口
事
 

務
に
つ
い
て
の
苦
情
、
不
満
を
受
付
ま
 

す。 受
付
場
所
 

十
月
十
六
日
（
月
）
 

午
前
十
時
ー
午
後
三
時
 

上
野
小
学
校
体
育
館
 

十
月
＋
七
日
（
火
）
 

午
前
十
時
ー
 
後
三
時
 

赤
池
中
央
公
民
館
 

十
月
十
八
日
（
水
）
 

午
前
十
時
ー
午
後
」
蒔
 

町
営
伏
原
団
地
隼
会
室
 

／、 

危
険
物
取
扱
者
 

試
 

験
 

案
 
内
 

1
、
日
 
時
 

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
十
二
日
 

午
前
九
時
 

2
、
場
 
所
 

直
方
市
頓
野
 
直
方
学
園
高
校
 

3
、
準
備
講
習
会
 

の
 
日
 
時
 

昭
和
四
十
七
年
＋
月
二
十
五
日
 

午
前
九
時
ー
午
後
五
時
 

回
 
場
 
所
 

田
川
市
中
央
公
民
館
 

尚
、
申
込
期
目
は
十
月
二
十
日
ま
で
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
役
場
消
防
係
へ
お
問
 

い
合
せ
下
さ
い
。
 

一 

一
I
I

』

一

 

一

 

一

］

 

「
 

露
 

福
岡
県
警
察
官
 

募
 
集
 
案
 
内
 

m
採
用
予
定
人
員
 

約
二
五
〇
名
 

②
受
験
資
格
 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
短
 

大
を
除
く
）
の
卒
業
生
ま
た
は
昭
和
四
 

十
八
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
 

④
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
 

十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
 

⑧
試
験
日
時
 

昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
九
日
午
前
 

八
時
三
〇
分
よ
り
午
後
五
時
ま
で
 

岡
受
付
期
間
 

九
月
十
八
日
よ
り
十
月
二
十
日
ま
で
 

毎
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
、
 

（
土
曜
日
は
十
二
時
ま
で
）
 

⑤
申
込
み
先
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
一
番
一
 

号
 

「
福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
験
係
」
 

尚
．
詳
し
い
こ
と
は
役
場
総
務
課
へ
お
 

問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

昭
和
四
十
七
年
度
 

自
衛
隊
生
徒
募
集
案
内
 

受
付
期
間
 

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
同
年
 

十
二
月
二
十
三
日
ま
で
 

採
用
予
定
数
 

陸
上
自
衛
隊
生
徒
 
約
五
百
名
 

海
上
自
衛
隊
生
徒
 
約
百
二
〇
名
 

航
空
自
衛
隊
生
徒
 
約
百
名
 

試
 
験
 

第
一
次
試
験
 

昭
和
四
十
八
年
】
月
七
日
（
日
）
 

第
二
次
試
験
 

昭
和
四
十
八
年
一
月
二
十
日
（
土
）
 

（
第
「
次
試
験
合
格
者
の
み
）
 

合
格
者
の
発
表
 

昭
和
四
十
八
年
三
月
六
日
（
火
）
 

尚
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
総
務
課
へ
 

お
間
い
合
せ
下
さ
い
。
 

シ
ン
ナ
ー
接
着
剤
等
の
 

使
用
防
止
に
つ
い
て
 

シ
ン
ナ
ー
や
接
着
剤
の
乱
用
の
恐
ろ
 

し
さ
は
、
昭
和
四
十
六
年
全
国
で
死
亡
 

者
百
十
三
名
、
乱
用
し
て
補
導
さ
れ
た
 

少
年
四
万
七
千
五
百
八
十
七
名
で
乱
用
 

者
に
よ
る
犯
罪
が
あ
と
を
た
た
な
い
こ
 

と
か
ら
も
、
お
わ
か
り
に
な
る
と
思
い
 

ま
す
。
 

「
我
が
子
に
限
っ
て
」
と
、
ど
の
親
 

も
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
無
関
心
な
家
 

庭
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
 

福
岡
県
で
は
今
年
上
半
期
で
す
で
に
 

千
三
百
三
十
二
名
が
補
導
さ
れ
、
し
か
 

も
一
名
が
死
亡
し
て
お
り
、
小
・
中
・
 

高
校
生
に
こ
れ
が
増
加
し
て
い
る
現
象
 

が
み
ら
れ
ま
す
。
 

県
で
は
、
青
少
年
保
護
育
成
条
例
で
 

シ
ン
ナ
ー
や
接
着
剤
の
販
売
に
つ
い
（
し
 

き
び
し
く
規
制
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
 

ナ
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

交

通

実

態

調

査

を

 

実

施

し

ま

す

 

十
月
中
に
、
赤
池
町
を
含
む
県
内
北
 

部
五
六
の
市
町
村
で
、
交
通
実
態
調
査
 

（
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
）
を
県
と
 

協
刀
し
て
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た。 調
査
の
目
的
 

私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
 

の
で
き
な
い
鉄
道
や
道
路
な
ど
、
い
ろ
 

い
ろ
な
総
合
的
な
計
画
を
つ
く
る
た
め
 

の
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
 

で
す
。
 

今
後
そ
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
、
朝
 

タ
の
通
勤
、
通
学
ラ
ッ
シ
ュ
や
、
道
路
 

交
通
の
渋
滞
解
消
、
あ
る
い
は
新
し
い
 

鉄
道
、
道
路
の
整
備
と
い
っ
た
日
常
生
 

活
に
密
着
し
た
交
通
計
画
を
立
て
て
い
 

き
ま
す
d
 

調
査
の
内
容
 

こ
の
調
査
は
、
通
称
「
パ
ー
ソ
ン
ト
 

リ
ッ
プ
調
査
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
 

人
（
パ
ー
ソ
ン
）
 
の
動
き
 
（
ト
リ
ツ
 

プ
）
を
中
心
に
し
て
、
調
査
す
る
も
の
 

で
、
あ
る
一
日
に
つ
い
て
、
皆
様
の
出
 

か
け
ら
れ
た
場
所
、
利
用
さ
れ
た
交
通
 

機
関
の
種
類
な
ど
、
交
通
計
画
を
た
て
 

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
ら
を
記
入
し
 

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
 

調
査
の
方
法
 

赤
池
町
全
帯
世
の
中
か
ら
、
五
パ
ー
 

、

l

/
 

セ
ン
ト
の
割
合
で
無
作
為
に
選
ば
せ
て
 

い
た
だ
き
、
そ
の
ご
家
庭
の
う
ち
五
才
 

以
上
の
全
世
帯
員
の
か
た
に
調
査
票
の
 

記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

そ
し
て
．
調
査
日
の
一
日
か
ニ
日
前
 

に
調
査
票
を
も
っ
て
ご
家
族
を
訪
問
し
 

記
入
方
法
な
ど
を
説
明
し
て
後
日
再
び
 

回
収
に
ま
い
り
ま
す
。
 

選
ば
れ
た
ご
家
庭
に
は
あ
ら
か
じ
め
 

ハ
ガ
キ
で
調
査
に
つ
い
て
の
ご
協
力
を
 

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
調
査
日
の
数
 

日
前
、
調
査
員
の
訪
問
日
を
連
絡
さ
せ
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

皆
様
方
の
住
ん
で
お
ら
れ
る
地
域
は
 

?

u

 

昭
和
四
十
七
年
九
月
定
例
議
会
が
 

九
月
二
十
六
日
（
火
）
開
か
れ
議
案
 

第
五
十
三
号
は
昭
和
四
十
六
年
度
町
 

立
病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
 

つ
い
て
、
議
案
第
五
 

十
四
号
は
昭
和
四
十
 

六
年
度
町
水
道
事
業
 

会
計
決
算
認
定
に
つ
 

議

会

 

い
て
議
案
第
五
十
五
号
は
昭
和
四
＋
 

七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
議
案
 

第
五
十
六
号
は
昭
和
四
十
七
年
度
町
 

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
 

も
と
よ
り
、
こ
の
調
査
区
全
体
の
将
来
 

を
め
ざ
し
て
、
よ
り
良
い
交
通
計
画
を
 

た
て
、
住
み
よ
い
安
全
快
適
な
地
域
社
 

会
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
皆
様
が
た
の
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動
 

こ
ん
に
ち
ひ
ん
ば
ん
に
交
通
事
故
な
 

ど
が
お
き
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
の
が
 

多
く
、
日
本
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
l
に
 

も
血
液
が
不
足
し
て
い
る
現
状
で
す
。
 

町
に
お
い
て
も
「
愛
の
献
血
」
助
け
 

合
い
運
動
の
一
環
と
し
て
献
血
を
実
施
 

し
ま
す
。
 

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
題
い
 

し
ま
す
。
 

献
血
日
は
次
の
通
り
で
す
 

と
 
き
 
十
月
二
十
六
日
（
木
）
 

10 

時
ー
 15 

時
 

と
こ
ろ
 

赤
池
町
公
民
館
 

の
賃
金
引
き
上
げ
に
関
す
る
請
願
書
 

い
て
提
出
さ
れ
議
案
第
五
＋
 

で
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
 

こ
の
ほ
か
、
失
業
者
等
就
 

の
賃
金
引
き
上
げ
に
関
す
る
 矢

 
z
号
ま
 

ー
し
た
。
 

一
労
事
業
 

請
願
書
 

だ

よ

り

 
は
関
係
機
関
に
対
す
 

る
請
願
で
あ
り
ま
す
 

の
で
本
会
議
と
し
て
 

は
、
町
長
に
早
急
に
 

関
係
当
局
に
陳
情
し
て
い
た
だ
く
様
 

お
願
い
し
、
請
願
の
主
旨
を
了
と
し
 

て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

出
席
議
員
十
八
名
、
欠
席
議
員
な
し
 

農
業
委
員
は
ど
ん
な
人
 

が
選
ば
れ
る
か
 

和
四
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
は
、
国
が
 

劇
物
取
締
法
と
い
う
法
律
の
中
で
更
に
 

「
販
売
す
る
者
」
 
「
乱
用
す
る
者
」
等
 

に
つ
い
て
、
き
び
し
く
規
制
す
る
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

（
規
制
内
容
）
 

乱
用
者
 

シ
ン
ナ
ー
や
接
着
剤
を
 

吸
入
す
る
等
の
乱
用
し
た
者
、
或
い
は
 

乱
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
所
持
す
れ
ば
 

成
人
で
も
、
少
年
で
も
、
三
万
円
以
下
 

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
 

（
販
売
店
）
 

乱
用
す
る
こ
と
を
 

知
っ
て
販
売
し
た
り
、
渡
し
た
り
す
れ
 

ば
、
そ
れ
が
一
回
だ
け
の
行
為
で
あ
っ
 

て
も
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
万
円
以
 

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
併
科
さ
 

れ
ま
す
。
 

シ
ン
ナ
ー
や
接
着
剤
の
乱
用
が
健
全
 

で
あ
る
べ
き
将
来
性
の
あ
る
青
少
年
の
 

体
と
心
を
む
し
ば
み
、
悪
の
道
に
走
ら
 

せ
る
こ
と
の
な
い
様
、
家
庭
、
学
校
、
 

地
域
、
そ
し
て
販
売
店
な
ど
皆
な
の
力
 

で
乱
用
防
止
、
危
害
防
止
に
努
め
て
い
 

た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

共
同
募
金
（
赤
い
羽
根
）
 

運
動
始
ま
る
ノ
・
 

期
問
は
十
月
一
日
よ
り
十
ニ
月
三
十
 

一
日
ま
で
 

住
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
下
さ
い
 

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

農
業
委
員
は
、
農
業
委
員
会
の
区
 

域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、
年
令
 

二
十
年
以
上
の
者
は
、
当
該
農
業
委
 

員
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙
権
及
 

び
、
被
選
挙
権
を
有
し
、
赤
池
町
に
 

あ
っ
て
は
十
ァ
ー
ル
以
上
の
農
地
に
 

つ
き
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
及
び
 

そ
の
者
の
同
居
の
親
族
，
又
は
こ
れ
 

ら
の
配
偶
省
、
並
に
十
ア
ー
ル
以
上
 

の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
 

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
及
び
社
員
 

で
、
農
業
委
員
会
に
お
い
て
耕
作
に
 

従
事
す
る
日
数
が
、
年
間
お
お
む
ね
 

津
和
野
吟
行
句
 

ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
 

白
石
天
留
翁
 
選
 

流
鏑
馬
（
や
ぶ
さ
め
）
の
馬
場
に
真
昼
 

の
ち
ち
ろ
聞
く
 

昭
 
女
 

見
め
ぐ
り
て
流
鏑
馬
々
場
の
野
菊
濃
し
 

か
ね
よ
し
 

六
十
日
に
達
す
る
と
認
め
ら
れ
た
 

者
。
農
業
委
員
は
、
選
挙
に
よ
る
 

委
員
十
名
、
選
任
に
よ
る
委
員
五
名
 

計
十
五
名
の
委
員
で
組
織
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
こ
の
十
五
名
の
う
ち
よ
り
、
 

会
長
は
委
員
が
互
選
し
た
者
を
充
て
 

ま
す
。
 

農
業
委
員
の
主
な
仕
事
は
、
農
業
 

及
び
農
村
に
関
す
る
振
興
計
画
の
樹
 

立
及
び
実
施
の
推
進
、
農
地
等
の
利
 

用
関
係
に
つ
い
て
の
、
あ
っ
せ
ん
及
 

び
、
争
議
の
防
止
に
関
す
る
事
項
、
 

又
は
農
地
売
買
農
地
転
用
等
に
つ
い
 

て
の
件
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
農
業
 

に
関
す
る
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
 

民
宿
の
し
ま
い
湯
ぬ
る
し
ち
ち
ろ
虫
 

駒
 
女
 

風
止
ん
で
よ
り
ガ
チ
ャ
ノ
、
の
夜
明
け
 

か
な
 

水
心
子
 

鮎
舟
の
に
ご
れ
る
川
の
竿
長
し
 青

 
甫
 

爽
か
に
調
教
終
え
し
人
馬
か
な
 景

 
石
 

秋
蝶
は
風
に
流
さ
れ
や
す
き
か
な
 

一 

歩
 

注
 
流
鏑
馬
の
馬
場
；
…
・
乗
馬
に
よ
 

る
弓
の
射
撃
場
 

ガ
チ
ャ
ノ
、
・
…
 

く
つ
わ
虫
の
鳴
き
声
 

ち
ち
ろ
：
…
こ
う
ろ
ぎ
 

ぐ 



け
 

い け か
 

あ
 

報
 

広
 

近

づ

く

町

民

文

化

祭

 

創
作
活
動
を
ど
う
ぞ
 

天
高
く
秋
色
が
す
す
む
と
と
も
に
、
 

文
化
的
行
事
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
 

赤
池
町
で
も
十
一
月
三
日
の
文
化
の
 

日
を
目
指
し
て
、
町
公
民
館
主
催
の
 

「
町
民
文
化
祭
」
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
 

す。 昨
年
も
生
花
展
や
、
盆
栽
展
を
は
じ
 

め
、
町
民
の
文
化
活
動
の
作
品
展
が
行
 

な
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
さ
ら
に
行
事
内
容
を
充
実
さ
 

せ
る
た
め
、
広
く
町
民
の
文
化
活
動
を
 

紹
介
し
、
地
域
文
化
振
興
の
テ
コ
に
す
 

る
た
め
計
画
が
練
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

町
民
の
な
か
に
は
絵
画
、
写
真
、
陶
 

芸
、
書
道
、
演
芸
、
詩
歌
の
創
作
な
ど
 

幅
広
い
文
化
活
動
が
潜
在
化
し
て
い
る
 

と
思
わ
れ
ま
す
。
 

町
公
民
館
で
は
こ
れ
ら
の
町
民
文
化
 

に
陽
を
あ
て
、
組
織
的
に
振
興
を
は
か
 

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 町

民
文
化
祭
 

の
日
程
は
十
一
 

月
三
日
か
ら
五
 

日
ま
で
の
三
日
 

間
と
し
て
い
ま
 

す
が
、
行
事
の
 

計
画
内
容
は
検
 

討
中
で
、
決
定
 

次
第
に
町
民
に
 

よ
び
か
け
を
行
 

な
い
ま
す
。
 

町
民
文
化
祭
参
 

加
の
創
作
活
動
 

と
と
も
に
、
文
 

化
祭
の
取
り
組
 

み
に
つ
い
て
ご
 

意
見
を
も
観
迎
 

し
て
い
ま
す
。
 

団地造成工事すすむ 

赤
池
町
で
は
、
特
定
地
 

域
開
発
就
労
事
業
（
小
藤
 

団
地
造
成
）
お
よ
び
産
炭
 

地
域
就
労
事
業
（
赤
池
工
 

場
団
地
）
 
の
造
成
工
事
を
 

現
在
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

工
事
の
規
模
は
小
藤
団
 

地
が
千
二
百
六
〇
平
方
 11 

と
赤
池
工
場
団
地
が
三
万
 

八
百
五
〇
平
方
M
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

小
藤
団
地
は
昭
和
四
十
八
年
度
以
降
 

公
営
住
宅
約
九
〇
戸
建
設
の
予
定
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

緊
急
就
労
事
業
と
し
て
は
、
天
郷
ー
 

永
満
寺
線
（
直
方
）
の
道
路
新
設
工
事
 

を
し
て
い
ま
す
。
 

工
事
の
内
容
は
巾
員
四
 11 

、
工
事
長
 

百
七
十
七
M
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

身
障
者
 

松
本
常
雄
さ
ん
 

普
通
車
免
許
を
取
る
 

貴
船
の
松
本
常
雄
さ
ん
は
肢
体
不
自
 

由
に
も
め
げ
ず
大
分
県
天
満
町
の
西
日
 

本
身
体
障
害
者
自
動
車
教
習
所
へ
通
い
 

八
月
十
九
日
か
ら
二
十
四
日
間
で
見
事
 

普
通
自
動
車
免
許
を
取
り
ま
し
た
。
 

上
野
峡
を
清
掃
 

下
田
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
 

奉
仕
作
業
 

観
光
地
の
悩
み
の
種
は
心
な
い
観
光
 

客
の
投
げ
す
て
た
塵
芥
で
す
が
、
下
田
 

川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
太
田
達
彦
会
 

長
）
で
は
会
員
総
出
で
上
野
峡
の
空
カ
 

ン
や
紙
く
ず
を
集
め
て
焼
却
し
ま
し
 

た。 「
美
し
い
上
野
峡
」
で
楽
し
む
た
め
に
 

み
ん
な
が
汚
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
 

汗
を
流
し
て
清
掃
し
て
く
れ
た
会
員
の
 

好
意
に
こ
た
え
ま
し
よ
う
。
 

10月の衛生行事 

, 

一
般
住
民
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
 

10 

月
5
日
 

10 

月
6

日
 

10 

月
6
日
 

10 
月
 11 

日
 

10 

月
 11 

日
 

10 

月
 12 

日
 

10 

月
 13 

日
 

10 

月
 16 

日
 

10 

月
 17 

日
 

10 

月
 18 

日
 

10 

月
 19 

日
 

10 

月
 20 

日
 

老
人
ホ
l

ム
 

10 

時
ー
 15 

時
 

鋤
木
田
公
民
館
 

10 

時
ー
 12 

時
 

大
久
保
（
大
久
保
サ
カ
キ
 

宅
前
）
 
13 

時
ー
 15 

時
 

草
場
（
中
村
正
夫
宅
前
）
 

10 

時
ー
 12 

時
 

八
区
公
民
館
 

13 

時
ー
 15 
時
 

三
区
公
民
館
 

10 

時
ー
 15 

時
 

赤
池
町
役
場
 

10 
時
ー
 15 

時
 

中
尾
生
活
館
 

10 

時
ー
 15 

時
 

中
尾
生
活
館
 

10 

時
ー
 15 

時
 

上
野
保
育
所
 

10 

時
ー
 15 
時
 

赤
池
保
育
所
 

10 

時
ー
 15 

時
 

赤
池
町
役
場
 

10 

時
ー
 15 

時
 

狂
犬
病
予
防
注
射
 

10 

月
 24 

日
 

10 

月
 24 

日
 

10 10 
月 月 
25 25 
日 日 

10 
月 
26 
日 

草
場
公
民
館
 10 

時
ー
 12 

時
 

上
野
小
学
校
 

13 

・ 30 

時
ー
 15 

・ 30 
時
 

八
区
公
民
館
 10 

時
ー
 12 

時
 

赤
池
商
事
 

13 

・ 30 

時
ー
 15 

・ 30 

時
 

赤
池
町
役
場
 

10 

時
ー
 15 

・ 30 

時
 

乳
児
生
ワ
ク
投
与
 

10 

月
 27 

日
 
赤
池
町
公
民
館
 

ー
・
 
30 

時
ー
 15 

時
 

（
な
お
、
生
ワ
ク
は
生
後
三
ケ
月
か
 

ら
一
年
六
ケ
月
ま
で
の
乳
児
）
 


